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学部学生と 2部学生の運動前後における

Timing Control測定値の差異について

清野市治・小成英寿・背戸f亘平

On Di妊erenceof 11easute立lehtValue of Timil1g Conttol between 
Day Students and Night Students of this Vniversity 

before and after their T aking Exercise 

Itigi Seino Hidetoshi Konari and Kδhei Seto 

Abstract 

This paper is chiefly concerned with the expIanation of difference of measurement value of 

timing control between day students and night students of this Vniversity before and after they take 

exercise. The purpose of this treatise is to furnish instructors with much information in guiding 

night students when they teach not merely Physical Training， but other suhjects as well. 

1. 緒言

本学には，昼間の工学部 (4年制)と夜間のエ学部2部 (5年制)がある。 両学生の運動前

(授業前)と運動後の TitningConttol (以下 ToCと略す)測定値の差異を比較し， 2部学生に対

する正課体育および他授業の教育上の参考資料として本研究を試みた。

2. 調査対象

学部学生 (4年制) 1年目 44名 参考 空手部学生 18名

2部学生 (5年制) 1年目 54名

2部学生の実態を調査した結果表-1にまとめた， 54名に対して就職している学生が35名

で約65%が職業を持っていることが注目される。

疲労度は中程度が多い，自覚症状の主なものを下記に上げたが，夜に多いような症状で特

色がある。この二つのクラスを比較した場合，等質かどうかが問題である。本研究は正課体育

実技の形態をくずさずに，授業そのものを研究の場としたため，両クラスが等質かどうかを検

定する必要があり，表-2の6項目について検定を行なった。結果は 4-Aにおいて説明する。

疲労自覚症状の主なもの，ねむくなる，足がだるい，目がぼんやりする，間違いが多くな

る，頭がぼんやりする，物事に熱心になれない，以上がアンケ H トで多い。

(467) 



清野市治・小成英寿・脊戸恒平468 

(54名)2部学生実態調査表-1

就職者内訳

15 15 5 19 54 
富士鉄 15名

項目 勤務により夜疲労を感じるか。 室工大 7名

程度 大 中 日鋼 4名

人員 6 28 20 54 開発局 3名

項目
建 3

勉強か疲労に困難を感じるか。 、 市役所一 2名

程度 大 中 NHK 2名

人員 4 28 22 54 その他 2名

計重労働 1;7-t:;， ;~J血\
筋肉作業等!()長一職 IJ 

中労ー働
工員等

軽労働
事務員等

職業別
分類

法査方検3. 

TKK運動適性検査機使用

この器具は Tiri1ing.の良否を測定する装置で，本装置の前面にはラップが一列に 4個勺い

ていて検者が前もって自由に時間間隔をセットしておき，押しボタンを押すと一端から一定の

検査器具

内容説明

(1) 

4個のランプのうち 3個は自動的に点滅するが4個目のランプは

被験者が電鍵を押す乙とによって点火する。被験者は 4個目のランプを 3番目迄のランプが点

時間間隔で)1国次に点滅する。

あたかも 4個のランプが順次連続的に同時間間隔で一端滅して来る時間間隔に合せて点火しヲ

こ乙で3番目のランプが点火してからから多端にと点滅して来るかのように反応電鍵を押す。

4番目のランプが点火するまでの時閣をクロノメ F ターによって測定じて Timingの良否を検

出する。

時間および方法検査期間，

間期

(2) 

① 

昭和 39年 6月上旬から 7月中旬まで，約5週間行なった。本研究に要した期間は，

期時② 

授業1時限目より 2時間連続a) 

午前8時30分，...，10時30分1，...，2時限学部学生

午後5時00分，...， 7時00分1，...，2時限2部学生

午後3時00分，...， 5時00分空手部学生

T.C検査

サイドステップの

第3週~第5週

体格および運動能力検査は，身長，体重，胸囲，背筋力，垂直跳，

(468) 

体格および運動能力検査第 1週，第2週
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6項目を実施。

b) T.C検査項目および時間間隔

c) 検査方法

i) 運動前(授業開始)

検査項目 (1-1)(1-3) (3-3) 

ii) 運動後(ハーバードステップ3分負荷後)

検査項目 (1-1)(1-3) (3-3) 

一
隔
?

一
関
ー

一
間
一
時

一
間
一
時
一
火
ι
点

検 1" 1" I (1-1)'と略す。

査 I 1"十一一-3" I (1-3)と略す。
項~ ~ 

目 3"一一十一一3" I (3-3)と略す。

(注) 土Oが最優秀，変化段階単位 1/100秒

(-)が反応が早いことを示す。
(+)が反応が遅いことを示す。

i) ii)共， 各項目毎に3回測定してその平均値をとった。 なお検査実施前器具の説明をし

て 1-2回練習させた。

4. 結果と考察

A. 学部学生と 2部学生の体格，運動能力の比較 (表-2参照)

測定開始前の学部学生と 2部学生との差について

測定開始前の学部学生と 2部学生との聞に，体格や運動能力で差があるかどうかについて

2群の比較をおこなったところ，表-2のような結果が得られた。その差の検討をしてみると 6

項目中胸囲が5%水準で有意の差が認められ，学部学生の胸囲が2部学生に比較してすぐれて

いるが，あとの 5項目は 5%水準で有意の差が認められなかったので， 2群は一応等質である

と考えて Bから以下の考察を行なった。

表-2 測定前の学部学生 (4年制)と 2部学生 (5年制)の体格，運動能力の比較

項~~日~区、~分 4(年n生=4(4Z)1) すF(Z2)
54) 

.71-:1附2 t検定
3・1 5， "'2 52 

身 長 167.12 5.51 166.75 5.33 0.37 0.61 

体 重 57.96 6.81 57.21 6.34 0.75 0.87 

胸 囲 88.65 4.10 87.82 3.89 0.83 2.38* 

背 筋 力 141.21 20.11 141.78 20.19 -0.57 0.06 

主霊 直 跳 54.89 5.08 54.03 5.01 0.86 1.61 

サイドステップ 23.40 3.34 23.23 3.21 0.17 0.74 

|山980 時*有意式(t
o
= 

B. 運動前の T.C測定値

学部学生と 2部学生の比較考察

(1) (1-1)の場合 表-3①②，図-1参照

Z'l-:r2 ¥ 

:ISイ工工 ~2 ) による。

この表および図から考察されることは，両者ともに士Oに近い段階 (-0.15以内， +0.15以

内)に多く分配されていることがわかる。両者を比較して見ると，平均値において学部学生が

(469) 
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表-3 運動前後の頻数分配表 (段階単位 1/100秒)

学部学生 (4年制) 2部学生 (5年制)

(1-1) ① (1-1) ② 

頻 数 頻 薮
段 階

前 後 段 階
前 後

0.4 -x 。 2 0.4 -x 。 。
0.35'""0.4 。 1 0.35-0.4 。 3 

0.3 -0.35 1 3 0.3 -0.35 2 3 

0.25-0.3 1 1 0.25-0.3 1 5 

0.2 -0.25 2 1 0.2 -0.25 3 4 

0.15-0.2 3 3 0.15-0.2 7 8 

0.1 -0.15 7 13 0.1 -0.15 10 7 

0.05-0.1 14 10 0.05-0.1 10 6 

-0 -0.05 6 。 -0 -0.05 4 。
+0 -0.05 1 1 十O -0.05 3 1 

0.05-0.1 3 。 0.05-0.1 2 1 

0.1 -0.15 3 5 0.1 -0.15 3 5 

0.15"""0.2 1 1 0.15-0.2 4 。
0.2 -0.25 1 。 0.2 -0.25 。 5 

0.25-0.3 。 。 0.25-0.3 。 2 

0.3 -0.35 。 。 0.3 -0.35 1 。
0.35-0.4 1 1 0.35-0.4 。 2 

0.4 -x 。 2 0.4 -x 4 2 

計 44 44 計 54 54 

t -0.047 -0.078 ヨr -0.029 -0.057 

S 土0.04 士0.192 S 士0.184 土0.221

人|員

ー一一ー一一一----匂・----ーー白ーー一一一一占一一ー一~一一---一一ー~ー一一一一一一一一一ーーーー

←段階→

図-1 運動前の頻数分聞図 (1-1) 
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( -0.047)で2部学生 (-0.029)であまり大差がないようであるが，若干土Oより速い部分に 2

部学生が分配されているが問題にならない。結果として (1-1)の場合は両者において若干の差

はあるがほとんど変化がないことが判明した。

空手部学生について 表4 ⑦

図-7参照

この表および図から)般的に考

えられる点は変化が土Oより(十)，

(一)共にー0.2，十0.2附近までに多

く分配されていることから，一般学

生と大体同じ傾向で変化しているこ

とがわかる。

(2) (1-3)の場合 表-3@④

図-2参照

この表および図からー般的に考

察出来ることは (1-1)の場合より，

±から中程に分配れれている ζとが

わかる。両者を比較してみると，平

均値において学部学生 (-0.178)，2 

部学生(ー0.173)で，あまり変化がな

いようであるが図からみると，学部

学生の方は段階では(-0.25-0.35) 

の中程に一番多く分配され， 2部学

生は段階では土Oより遠い部分に多

く分配されていることがわかる。結

果として (1-3)の場合は両者ともあ

まり Timingが良くないことが，こ

の表および図からわかる。

空手部学生について 表-3⑦

図-7参照

この表および図から考えられる

点は :!:Oより遠い部分に，すなわち

(-O.2)-(-x)の部分に多く頻数分

表-3 運動前後の頻数分配表(段階単位1/100秒)

空手部学生の運動前後の頻数分配表 ⑦ 

検査区分

人員

段階

0.4 -x 

0.35-0.4 

0.3 -0.35 

0.25-0.3 

0.2 -0.25 

0.15-0.2 

0.1 -0.15 

0.05-0.1 

-0 -0.05 

+0 -0.05 

0.05-0.1 

0.1 -0.15 

0.15-0.2 

0.2 -0.25 

0.25-0.3 

0.3 -0.35 

0.35-0.4 

0.4 -x 

計

:l‘ 

S 

(1-1) 

頻数

前|後

。 。
。 。
。 。
。 。
。 。
4 1 

1 6 

5 4 

2 2 

1 。
2 1 

1 1 

。 。
1 。
1 1 

。 1 

。 1 

。 。
18 18 

5 3 

。 2 

3 。
2 4 

1 2 

1 1 

。 。
1 1 

1 1 

。 。
。 。
。 。
1 1 

。 。
2 。
。 2 

1 1 

。 。
18 18 

l 山 I -0.附|叩 1 -0.阻
土0.165I 土0.263I 士O側

( 1 -1 )一一白キ主

け-3)一一黒柱

配されていることで，一般学生と同 図ー7
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表-3 運動前後の頻数分配表 (段階単位1/100秒)

学部学生 (4年制) 2部学生 (5年制)

(1-3) ③ (1-3) ④ 

頻 数 頻 数

段 階
前 後

段 階
前 後

0.4 -x 4 13 0.4 -x 6 25 

0.35-0.4 6 2 0.35-0.4 8 1 

0.3 -0.35 1 6 0.3 -0.35 5 6 

0.25-0.3 5 6 0.25-0.3 3 2 

0.2 -0.25 6 5 0.2 -0.25 5 3 

0.15-0.2 9 6 0.15-0.2 4 3 

0.1 -0.15 6 。 0.1 -0.15 6 。
0.05-0.1 。 。 0.05-0.1 3 。。-0.05 1 。 -0 -0.05 1 。
+0 -0.05 。 。 十O -0.05 1 。
0.05-0.1 1 。 0.05-0.1 1 。
0.1 -0.15 1 1 0.1 -0.15 2 2 

0.15-0.2 1 。 0.15-0.2 1 2 

0.2 -0.25 1 I 0.2 -0.25 3 。
0.25-0.3 1 。 0.25-0.3 3 。
0.3 -0.35 。 1 0.3 -0.35 。 2 

0.35-0.4 。 2 0.35-0.4 。 2 

0.4 -x 1 1 0.4 -エ 2 6 

言十 44 44 計 54 54 

2‘ -0.178 -0.232 、々 -0.173 0.272 

S 士0.191 士0.235 S 土0.239 i 土0.317

l学部学生 i
人i買 E四附

日目甲ーーーーー回，ーー------_ーーーーーーーーーー ーーーーーー圃.-ーーー→ーーーーーーーーー四回----ー

←段階→

図-2 運動前の頻数分配図 (1-3) 
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(3;-3) ⑤ 

表-3 運動前後の頻分配表 (段階単位U1，QO秒)

学部学生 (4年制) 2部学生 (5年制)

(3-3) @ 

段 4 階 段。

0.4 "';x 

0.35~0.4 

0.3 ~0.35 

0.25~0.3 

0.2 ~0.25 

0.15~0.2 

0.1 ~0.15 

0.05~0.1 

-0 ~0.05 

十o"';O.o5 
0.05~0;1 

0.1 ~0.15 

0.15~0.2 

0.2 ~0.25 

0.25~0.3 

0.3 ~0.35 

0.35~0.4 

0.4 ~x 

頻
一
前

数

後

3

8

3

1

5

3

2

0

0

1

1

4

2

1

0

0

0

0

 

寸
E
品 0.4 ~x 

0.35~0.4 

0.30~0.35 

0.25-cO.3 

0.2 ~0.25 

0.15~0.2 

0:1 --0.15 

0.05~0.1 

-0 ~0.05 

十o ~0.05 

0.05~0.1 

0.1 ~0.15 

0.15~0.2 

0.2 ~0.25 

0.25"':'0.3 

0.3 ~0;35 

0.35~0.4 

0.4 ~x 

F

U

1
よ

AUZ

ハ
h
U
A
U
Z
F
D

ワム“

1

i

A

V

V

A

U

1

i

q

O

4

4

の
ム
ワ
白

1
ム

1
1

り
μ

1
i
 

q
d
F
A
a
τ

ワ白

η
t
u
q
u
n
u
-
-
Aり

n

U

A

U
今
日
U

1

ム

1
ム

の

ム

ハ

り

A
U
Z
1ょ

n

u

A

V

つμ

'凶i
l

三日 54 54 

t 

S 

I -0.196 I -

I :t0.208 I土

言十

白
J

1

よ

Q

U

A
リ

ハ

V

A

V

A

V

ハ
V

A

V

A

V

凸
V

A

リ

1
ム

り

ん

の

O

内

A

1

i

月

d

り
ゐ

a -0.20 -0.286 

:t0.270 士0.344S 

15 
博

d
f酬
が
ぽ
が

人l員 匡霊君
臨翻

10 

図-3 運動前の頻数分配図 (3-3) 
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様 Timingはあまり良くないと考える。

(3) (3-3)の場倉 表;_，_3⑤⑥，図-3参照

ζの表および図から一般的に (1-3)の場合より士Oより段階も， -0.4以上の遠くの方に

多く分配されている。両者を比較してみると平均値において，学部学生 (-0.191)，2部学生

(-0.2)で，その差は少《ないが，若干2部学生が反応が早い。図からみると 2部学生は(十)

(一)共に土Oより段階の速くの方に分配され，変化も大きい。結果として 2部学生の Timing

が悪いと考えられる。

(4) 運動前の T.C測定値差異めまとめ

a・ 点火時間および時間間隔の短かい (1-1)(1-3)項目では，学部学生と 2部学生共に:t:0

より近い部分に多く分配され，あ京り大きな変化がな~， Timingの良否も大差なし両者共

良好であることが判明した。

b. 点火時間および時間間隔の長い (3-3)項目では，一般的に:t:0より段階が遠い部分に

分配され，特に 2部学生は著しい。 京た Timingも両者共よくないが， 2部学生の方が変化が

大きく結果は悪い。

c. 2部学生は b項において，学部学生より変化が大きく Tiffiingが悪いことが判明した

が，この ζとから考察されるこ主は運動前(授業前)において，すでに職業，アjレバイト等で，

また 1日なにも労作しなくても多少の視神経の疲労が蓄積され，これらがT.C測定値の変動に

現われていると考えられるb

d. 空手部の場合，運動前において，あまり一般学生と変った結果が見られなかったが，

変化は若干少なくない。

C. 運動後(ハーバードステップ3分負荷後)T.C測定値

学部学生および2部学生に一定運動(ハーバードステップ3分}を負荷してその運動量を

統ーした。ハーパ戸ドステップ終了後 T.C測定を行なった。

学部学生と 2部学生の比較考察

(1) (1-1)の場合 表-3①②，図-4参照

乙の表および図から考察されることは，段階が両者とも(ー0;05)，(+0.1)から始まってい

ることで，運動後は若干の変化があったことが判明した。

両者を比較して見ると，分配状態ではあまり変動がないので，乙の時間間隔ではあまり問

題にならない。平均値を比較して見ると，学部学生 (-0.078)，2部学生 (-0.057)と平均値で

は学部学生が Timingが悪い結果になっているが，図 4から見ると大体同じ傾向であるが， 2 

学部学生の方が-0.2より -0.35の所にも多く分配されている点が注目すべきである。

空手部学生について 表-3⑦，図 8参照

この表および図から考察すると， :t:0よりーの場合(ー0劫までの間に分配され，また，+

(47斗〉



学部学生と 2部学生の運勢前後における TimingCOJ;l¥明l測定値の差異について 475 

の場合:t0より (+0.35)までの部分に多く分自己されている点が注目される。これは民応が遅い

ことを意味している。

(2) (1-3)の場合 表-3③④，図-5参照、

人|寅

自
彊

一回ーー司.-ー一一一一一ーーーーー喝ーー一ーー一ーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーー

115 

ー司~.-.---r:;弓司ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・ー・ー喝

110 

百2ar5 0.1 0.05.:ュO;tQ.05的 0.1502 0.25' 0.3 0.3504χ 
←段階→

図 4 運動後の頻数分配図 (1-1) 
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図 5 濠動後の頻数分配図 (1-3) 
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乙の表および図から一般的に考察すると:t0より近い部分には変化がなく速い部分に多く

分配されていることがわかる。乙のことから時間間隔が長くなると，運動後においては変化が

大きくなり適確な Timingが得られないことが，乙の分配表および図から判明したが，特に 2

部学生が目立った。

結果として，両者を比較してみると平均値では学部学生 (-0.232)，2部学生(ー0.272)で

部学生が若干変化が大きく，また図から見ると(ー)の段階の場合，学部学生の多くは段階中程

に位置し， 2部学生は:t0より速い位置に分配されている。乙のことから考えて，運動時にお

ける 2部学生の T.C測定値が平均値および図から明らかに大きい変化， 差異があることが判

明した。

空手部学生について 表-3⑦，図-8参照

乙の表および図から考察される乙とは，士Oを中心として(一)の場合，-xまでの部分に

(十)では (+0.2)-( +0.4)までの部分に分配されて， あまり大きな変化はないが運動後の方が

変化が少ない点注目すべきである。

(3) (3-3)の場合 表-3⑤⑥，図-6参照

乙の表および図から一般的に考えられることは (1-3)よりまだ極端に:t0より(一)(+)共

に速い部分に多く分配されており，点火時間，時間間隔が長いと，運動後において Timingが

仲々適確につかめず，誤差が大きく，悪い結果がこの表および分配図からわかる。平均値は学

部学生 (-0.260)，2部学生 (-0.286)で2部学生の変化が大きく反応が早い。結果として両者

を比較してみると， (3-3)の場合光刺戟に対する反応と時間的空間知覚が不安定になったもの

j二二二一 At~ 二.----重量一
15 

10 

ゃ一段階→

図-6 運動後の頻数分配図 (3-3) 
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と推定される。特に 2部学生の変化が大きく (-0.4)(+0.4)に近い部分に多く分配されている

のも注目すべきある。

(4) 運動後の T.C測定値差異のまとめ

a・ 点火時間，時間間隔の短かい場合 (1-1)は両者ともあまり大きな差が見られない。

b. 点火時間，時間間隔の長い場合 (1-3)，(3-3)は両者とも段階の速い部分に分配されラ

-0.05， -0.1， +0.05， +0.1の範囲内には分配されていないことが注目される。また変化が大

きいこともわかった。 これは仲々適切な Timingを把握することが， B-(4)-cで示したような

理由と運動の疲労が重なって光刺戟反応と時間的空間知覚が不安定になったためと推定さる。

C. 空手部学生については，頻数分配の変動が少なし一般学生に比し誤差が少ないよう

である。

D. 学部学生と2部学生の運動前と後および変化値の比較

(1) (1-1)の場合 表-4，図-9-10参照

この表および図から運動前と後，および変化値を比較すると，両者とも前と後において，
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大体分配の頂点は同じで(一)の場合には-0.1--0.2の部分に， (+)の場合は+0.1-+0.25の

部分に多く分配されており同一傾向にあることがわかる。また，運動前と後の変化値について

考察すると，その平均値は学部学生でー0.031，2部学生ではー0.028で両者ともあまり大差がな

いが， (ー)の場合士Oからー0.15，(十)の場合:t0から十0.15までに多く分配されていることが

わかり，両者とも短かい時間の光刺戟，空間知覚に対しては運動前と後においても，その反応

にあまり影響もなく差異も少ないことが判明した。

人員
運動前

→一学部学生
-i15------------lI-2部学生

」一--410-- 一一一一 ← 

←段階→

運動後
日~ー 一一一一一一一一→ 寸15----- 一 一

人I員 4 一学部学生

一一一一 -~--I- 一一・ -llO-------ープタケー2部学生

図 9 学部学生と 2部学生の運動前と後の比較 (1-1) 

一量一
一
員
一

勾

人

旬

設11 110 

←段階→

図-10 運動前と後の変化値頻数分配図 (1-1) 
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(2) (1-3)の場合 表-4，図-11，12， 13参照

乙の表および図から学部学生と 2部学生の運動前と後および変化値を比較すると，図から

運動前と後では両者共大きな変化が見られる。前では両者とも(一)(+)いずれも土0.05から分

配され，後では両者とも(一)の場合一0.15から始まり変化が大きく -x部分に多く分配されて

いる。特に 2部学生の方が-0.4から -xに多く分配されていることが注目される。また， (+) 

運動前
(1 - 3) 

運動学

二二二三F
15 

け0

-χ04 0.35 0..3 02502 0.1501 0.0.5-0+0.0.50.1 0.1502 0.250.3 0.350品 χ
←段階→

図~11 学部学生と 2部学生の運動前と後の比較 (1-3) 

汚
一
揖人 匡藍豆Eヨ
圏翻

人|員、 →一学部学生

---2部学生

図~13 運動前と後の変化値の比較 (1-3) 
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の場合両者とも +0.1から始まり大体同じ傾向で変化している。変化値の平均値を見ると学部

学生でー0.054，2部学生で-0.089と大きな差異が認められる。また図から見ると両者とも(一)

の場合一0.1-0.15までの部分に多く分配され， 特に目立つのは 2部学生の-0.3以上に多く分

配されている乙とが注目される。(十)の場合は両者とも同じ傾向で各段階に分配されている。

結果として一般的に時間間隔が長くなると，光刺戟，時間的空間知覚に対する反応が不安定に

なり，両者とも運動前と後の差異が大きいことがわかる。 (1-3)の項目の場合，両者共，運動前

でも変化があり， Timingがあまり良くはないが後においては変化が大きく Timingがわるい

ことが表および図から推察される。特に 2部学生の変化と差異が大きいことが判明した。

(3) (3-3)の場合 表-4，図-14，15， 16参照

乙の表および図から学部学生と 2部学生の運動前と後および変化値を比較すると，図から

運動前と後において両者とも大きな変化があることがわかる。前では両者とも(一)(+)いずれ

も0.05-0.1から始まり，後においては(一)の場合， -0.2から始まり大体同じ傾向で変化し，

-O.4--x部分に多く分配され， (十)の場合も+0.05から始まり同じ傾向で変化している。変

化値の平均値を比較すると学部学生で-0.064，2部学生で-0.086と大きな変化，差異が認めら

れる。 また図から考察すると両者とも， (一)の場合一0.1--0.25に多く分配され， (十)の場合，

前
一
生
一
生

動
一
単
一
学

運
一
部
一
部

学一

2

+
一
一

。
運動後

人|員

15 
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5 

図-14 学部学生と 2部学生の運動前と後の比較 (3-3)
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l学部学生i
__11Q__一 盛慈麗
人h員

図 15

一←一学部学生

10 --2部学生

人i員

図-16 運動前と後の変化値の比較 (3-3)

若干2部学生の方が:tOより変化の大きい +0.2-+0.3の部分に頻数分配されている。結果と

して，一般的に点火時間および時間間関が長くなると光刺戟と時間的空間知覚反応が不安定に

なり，大きな差異が生ずると考える。 (3-3)の項目の場合，両者とも運動前においても変化も大

きく Timingが良くないが，後において変化値の平均値が示すように変化が大であり，特に 2

部学生の変化と差異が大きいことがこの表および図から判明した。

(4) 空手部学生の運動前と後の比較

a. (1-1)の場合 表-4，図-17，18， 19参照

ζの表および、図から，平均値において運動前ではー0.025，運動後で -0.005と後の方が値

が小さいことが注目される。また，図から考察すると， (一)の場合， -0.1-ー0.15に多く，更に

-0.25までの聞に頻数分配されていることから変動が小さいことがわかる。(+)の場合も前と

後大体同じ傾向で変化している。変化値を見ると，平均値が+0.02と(+)の値である乙とに注

妥草 r →一イ後

Lμ1¥1 "L~ζ会丘鴇吹\
一χ040.3弱5ω0位25Q位2Ql巧50.ω1 0ω05一0+刊00ω5日ω1Q印150位20.250.ω3 0.3お50.ω4χ

←段階→

図 17 空手部学生の運動前と後の比較 (1-1) 
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←段階→

図 18 空手部学生の運動前と後の比較

f1-1) ...0臼柱 (1-3) ー黒柱

T5 関
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←段階→

図-19 空手部学生の運動前と後の変化値頻数分配図

目される。結果として，前と後では後の方が変化差異が少ない。これは一般学生と異った点で

ある。

b. (1-3)の場合 表-4，図-18，19参照

乙の表および図から，運動前と後を比較すると平均値において，前では-0.064，後で-0.053

と後の方が値が小さい。 (1-1)と同様注目される。また図から見ると，前と後とも， -0.15まで

は同一でー0.2より土Oに近い部分に多く頻数分配されている。またー0.35---xまでの部分に

なると前の方が多く頻数分配されている。変化値の平均値では +0.011と(+)の値であること

が注目される。結果として運動後において変化が少ないことは，一般学生に見られない現象で

ある。

c. 空手部学生の運動前と後のまとめ 図-20参照

短かい時間間隔および長い時間間隔でも一般学生と異なり，どちらも大体同じ傾向で変化

している。一般学生と特に異なる点は，変化値が(1-1)の平均値+0.02(1-3)の平均値が+0.011

といずれも(+)になっている点注目される。これは，運動前よりも後の変化差異が少ないこと

で，日常トレ戸ニングをしている運動部学生においては， 3分程度の運動では，かえって体調

を整えるためによし視神経を通しての光刺戟と時間的空間知覚に対する反応も安定性を増し

人|員け-1)-e-
i、日-3)→←

一一一一一一

弘-.........~ι噌ー__.......__v- .. --...、.::::... ___. 
χ0.3 025 0.2 0.15 0.1 0.05 0 + 0.05 0.1町15 Q2 Q25 0.3 χ 

←段階→

図-20 (1-1)と (1-3)の変化値の比較
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Timingが良くなったことを証明している。 乙の問題については，各運動部と一般学生を比較

して準備運動等の時間的問題等を研究して行きたいと考える。

5. 学部学生と2部学生の運動前と後における Tirning

Control測定値の総括 (表-5参照)

乙の表は今までの測定値の総括で学部学生と 2部学生の 2群について，平均値の差の検定

を各項目毎に行なったものである。 その結果，各項目いずれも， 5%水準で有意の差が認めら

れ，学部学生より 2部学生の測定値の変動が大であることが証明された。

表-5 学部学生 (4年制)と 2部学生 (5年制)の運動前と
後における TimingControl測定値の比較

\項~区'''--自\\\A H 5年(n制z54(z)z) 4年(n制=44(Z)2) 
:1"1 -3"2 

2・1 SI "'2 S2 

-0.029 0.184 -0.47 0.04 0.018 

運動前 1-3 -0.173 0.239 -0.178 0.191 0.005 

3-3 -0.20 0.27 -0.196 0.208 0.004 

-0.057 0.221 -0.078 0.192 0.021 

運動後 1-3 -0.272 0.317 -0.232 0.235 -0.-04 

3-3 0.286 0.344 一0.26 0.275 -0.026 

-0.028 0.129 -0.031 0.091 0.003 

変化値 1-3 0.089 0.182 -0.054 0.101 -0.035 

3-3 0.086 0.198 -0.064 0.117 -0.022 

I to 1;;三1.980・・・・・5% *水準の有意 式は表 2と同様

t検定

6.45* 

5.00* 

-4.00* 

23.33* 

-20.00* 

-13.00* 

10.00* 

58.3* 

31.42* 

特に運動前の (3-3)運動後の (1-3)，(3-3)および変化値の (1-3)，(3-3)が差異があること

が判明した。即ち，時間間隔が短かい項目に差異が少なし点火時間，時間間隔の長い項目に

変化，差異が大きい乙とも理解できた。

以上の点から，運動前でも後においても点火時間，時間間隔の長い項目は Timingを適確

に把握することがむずかしいことが判明した。なお，学部学生に比して 2部学生が差異が大き

いことは Timingが良好でないことを意味し， この要因として考えられる点は， B-(4トcで示

したと同一で、あるが，要点としては下記の通りである。

a.昼間の労働等による疲労， b.昼間の視神経の疲労(労働の有無に関係なく)， この 2点

が大きく関係しているものと推察される。これは，変化の大きい2部学生から各自，職種別に

質問調査した結果，昼間労働している者がほとんどである点からも考えられる。
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6. 結論

両者ともに測定結果から考えられる ζ とは，点火時間，時間間隔の短かい (1-1)の場合に

測定値の変動が少ないβ これは運動前，後および疲労の有無に関係なく反応時間が短かい場合

光刺戟，時間的空間知覚反応もそれ程影響がなく測定値に大きな変動が見られなかった。また

肉体的精神的な影響も少ないと判断する。点火時間，時間間隔が長い (1-3)，(3-3)の場合，運

動前，後ともに測定値の変化が大きい。乙れは点火時間，時間間隔が長いため光刺戟，空間知

覚に対する反応も不定安となり，肉体的精神的な影響も大きいことが判明した。また運動前と

後では，後の変化が大である。これほ運動負荷による結果が現われたものである。学部学生と

2部学生いずれも (1-1)の場合は大きな差異が認められなかったが (1-3)，(3-3)の場合，その

差異が認められ2部学生の方が変化が大きいことが判明した。 ζれは T.C測定値の総括での

ベた結果からと考えられる。

著者らが都会に行って感ずる乙とで l日全然肉体的労働をしなくても 1日まちを歩く乙と

によって疲労を覚える。これは周囲に対する注意，混雑からくる神経疲労である。乙の事実が

2部学生の測定の時期に現われ，測定結果が明らかに 2部学生の方が大きな変化が認められた

点から，授業前において若干の疲労があることが判明した。

空手部学生の測定結果から見られた現象に運動前より運動後の方が変化が少なかったこと

と(+)に分配が多いことは，結局，日常よくトレ戸ニングを行なっている学生においてはこの

ような結果が測定され，これは運動を負荷することが，即ち，体調を整えるための準備運動的

な役割となってあらわれている点，ウオ戸ミング・アップの必要性とその時間等の問題も，この

研究から一歩進んで研究する一つの指針になった。また 2部学生が学部学生より若干であるが

その差異が認められたことから，今後の 2部学生に対する実技指導，正課体育の教材の選択お

よび他授業との関連性等について無視出来ないと考える。

これらの問題解決に本研究が参考になれば幸いと思いす。 (昭和40年3月日 13受理)
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